
8. 結果反映

8.1. 前処理結果ファイル取込指示

BPOセンターからの納品データをシステムに取り込む機能です。

後述の手順をご確認いただき、操作を実施してください。

《項目説明》

1 定義ID 予め定義された設定のIDが表示されます。

2 定義名 予め定義された設定の名称が表示されます。

3 備考 取込処理時の注意事項を表示します。取込前に内容をご確認ください。

4 起動No. システムが採番する取込処理の実行番号です。

5 定義名 取込時に選択した設定の定義名を表示します。

6 ステータス 外部取込の処理状況を表示します。

7 開始日時 取込処理が開始された日時を表示します。

8 完了日時 取込処理が完了した日時を表示します。

9 取込結果情報 取込処理の結果情報として、以下ファイルがダウンロードできます。

取込に使用した 取込に使用したファイルです。

ファイル

取込結果ファイル 取込処理の結果、更新された機能の情報

を出力したファイルです。

10 メッセージ 取込処理の結果をメッセージとして表示します。

11 実行者 取込処理を実行したユーザのユーザ名を表示します。

内容

　個別ファイル取込設定一覧

内容

　外部取込状況一覧

ファイル名

画面項目名No.
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◆ 納品データの反映についての概要

作業内容は以下表の通りとなります。また各作業の詳細な手順につきましては、後述の納品データ取込手順

をご参照ください。 ※人事・金額データ、家族データ、扶養優先データは、納品された１ファイルに集約されています。

1. 人事・金額データの取込。

定義ID：BPO111

ファイル名：XXXX-XXX【取込】PRO_XXXX年度.xlsx

2. 家族データの取込。

定義ID：BPO121

ファイル名：XXXX-XXX【取込】PRO_XXXX年度.xlsx

・ 納品データについて、以下の通り適用開始年月日にて作成されます。

住所情報　20xx/12/01　

家族情報　20xx/12/31

3. 非年調登録※

4. 普通徴収希望登録※

※ 3、4は必要に応じて実施してください。

管

理

者

サ

イ

ト

給

与

計

算

シ

ス

テ

ム

PROSRV on Cloud
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8.1.1 納品データ取込手順

【管理者サイト】の[Web年調]メニューにて納品データの取込を行ないます。

※ 事前に年末調整を行なう処理の支給日登録が完了していることを確認してください。

同時年末調整の場合、『支給日登録』画面で『同時年末調整区分』にチェックが付いている

ことを確認してください。

① [参照]ボタンを押下し、納品データを選択します。

定義名『1.人事・金額データ取込用』にチェックを付け、[取込]ボタンを押下します。

② [再読込]ボタンを押下し、処理状況を更新します。

『ステータス』欄が"正常終了"となりましたら、処理完了となります。

補足 住所データの反映項目について

納品データの反映を実施すると住所データの取込を行っており、PROSRV on Cloudの住所データは

「現住所」と「住民票住所」と項目が分かれています。

従業員公開時点で「住民票住所」のいづれかの項目に登録がある場合、「住民票住所」に反映し

「住民票住所」に登録がなく「現住所」に登録がある場合は「現住所」に反映します。
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③ 人事タブにて家族情報を管理している場合

定義名『2-a.家族データ取込用』にて、納品データの取込を行ないます。

※ 従業員申請をご利用のお客様で年末調整手段が「Web申請」者の場合、家族の当年12月31日時点の

最新履歴データに対し以下のように更新します。

退職所得を除いた年間所得見積額を登録した家族：「退職金受給年度」と「退職所得を除いた年間所得見積額」

のみ更新

特定親族に該当する家族：「年度(年間所得見積額) 」と「年間所得見積額」のみ更新

④ ②と同様、[再読込]ボタンを押下し、処理状況を更新します。

『ステータス』欄が"正常終了"となりましたら、処理完了となります。

以上で、納品データを給与計算システムに反映させる作業は完了になります。
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『2-a.家族データ取込用』にて家族情報を取り込んだ際に取込エラーが発生した場合の対応について

家族情報を『前処理結果ファイル取込指示』にて取り込んだ際にエラーとなるケースがございます。

時系列 [人事]家族情報 [Web年調]家族情報

氏名 生年月日

10月中旬 姓 名

品川 花子 1990/8/4

『Web年調]メニューに家族情報を連携

氏名 生年月日 氏名 生年月日

10月下旬 姓 名 姓 名

品川 花子 1990/8/4 品川 花子 1990/8/4

【従業員サイト】にて従業員様が家族情報を変更

氏名 生年月日 氏名 生年月日

11月上旬 姓 名 姓 名

品川 花子 1990/8/4 品川 陽子 1990/8/4

名前を変更

BPO納品データ（家族情報）を取り込む

氏名 生年月日 氏名 生年月日

12月上旬 姓 名 姓 名

品川 花子 1990/8/4 品川 陽子 1990/8/4

Web年末調整申告サービスにて新規に追加された家族について

[人事]メニューの家族情報で同一人物がいない場合、新規家族として登録します。

ただし、Web年末調整申告サービスにて新規に追加された家族を、納品データ反映前に[人事]家族情報

に既に追加しており、同一人物と判定された場合はエラーファイルとして出力します。

エラーとなった家族をご確認いただき、本当に同一人物であるのかをご確認後に、『再取込用家族データ』ファイル

で、エラーとなった家族情報の取り込みを実施してください。

※ Web年末調整申告サービスにて新規に追加された家族の同一判定条件

・BPO納品データの生年月日と氏名（名前）の両方一致している家族が、[人事]家族情報にいる場合

取込時に以下条件にて家族同一人物チェックをして、同一である場合、[人事]家族

情報にBPO納品データ情報をデータ反映します。

■同一人物判定チェック

・氏名（名前）が納品データと、[人事]家族情報と一致していること。

・生年月日が納品データと、[人事]家族情報と一致していること。

同一人物でない場合、管理者に確認してもらうためにエラーファイルを出力します。

同一人物でないため[人事]家族情報に取り込めません。

エラーファイルに出力します。

◆エラーとなるケース

・既存の家族をWeb年末調整申告サービスにて変更された家族について

BPO納品データの家族の氏名（名前）と生年月日、[人事]タブ 家族情報で管理している氏名（名前）と

生年月日がどちらか一方でも異なる場合、別人と判断し、エラーとして出力します。

・Web年末調整申告サービスにて新規追加された家族について

BPO納品データの家族の氏名（名前）と生年月日、[人事]タブ 家族情報で管理している氏名（名前）と

生年月日が両方とも同一の場合、同一人物と判断し、エラーとして出力します。
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家族情報を取り込んだ際にエラーとなった場合

エラーファイル

エラーとなった取込データが出力されます。

エラーリスト

再取込用家族データ

エラーになった家族情報は[人事]メニュー　家族情報取込レイアウト形式（JNJ010　家族情報）で出力します。

※M列　続柄は、『4.1. 続柄マスタ』で設定しているコード値で出力します。

出力内容を確認し、取り込む必要がある場合は、[人事]メニュー　ファイル取込指示にて

再度、家族情報の取り込みを実施してください。

取り込む前に『再取込用家族データ』ファイルの『家族ID』をご確認してください。

『再取込用家族データ』ファイルの家族情報は、Web年末調整申告サービスに引き継いだ時点の家族IDと

なっているので、11月～12月の間に[人事]メニュー　家族情報を変更している場合、家族IDが取込ファイル

とずれている可能性があります。

取り込む際に[人事]メニュー　家族情報と、取り込む家族情報の家族IDがあっているかどうかご確認の上

取り込みを実施していただくようお願いします。

Web年末調整申告サービスにて新規追加された家族がエラーとなった場合は、家族IDをブランクとして

『再取込用家族データ』ファイルに出力します。

エラーとなった家族をご確認いただき、同一人物である場合は[人事」メニュー　家族情報に登録されている

対象家族の家族IDを、別人である場合は新規登録対象として家族IDの採番を実施後、家族情報の

取込を実施していただくようお願いします。

エラーを検知した場合、エラーファイル、エ

ラーリスト、再取込用家族データが出力さ

れます。

エラー内容を出力します。
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◆ 補足

非年調者の登録について

【非年調登録を行うケース】

｢甲欄者｣登録の在職者の中で、年末調整の対象外としたい方の「非年調登録」を行ないます。

※ 退職者、収入が2000万円を超える方は自動的に年調対象外となりますので、登録不要です。

※ ｢甲欄者｣以外も、自動的に年調対象外となりますので、登録不要です。

例えば、11月の退職者で残業手当を支給するため12月に退職登録する場合などは年末調整を行いません。

"1 非年調者"を選択し、

更新します。
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・ 普通徴収希望者の登録について

「退職者」や「乙・丙欄適用者」以外で、住民税を特別徴収としない人

（普通徴収を希望者する方）がいる場合、「普通徴収希望者登録」を行ないます。

※ 一度登録すると次年度以降も引き継がれます。

1.普通徴収区分の登録

新たに普通徴収とする方や、昨年から「１」で登録している方がいる場合、該当する理由（区分）にご変更ください。

※以前はＤＣＳよりお渡している「給与支払報告書（総括表）確認シート」でも登録依頼を受けておりましたが、

　 お客様にて事前にPROSRVへ登録いただくこととなります。

※税表区分を「乙欄」としてる方や、既に退職登録している方の場合はそれぞれ自動的に「3」「7」として

　 集計しますので、普通徴収区分の登録は不要です。

★普通徴収区分により給与支払報告書の摘要欄へ表示される文言が異なります。

2.摘要欄の登録

「7普通徴収：退職等」の登録をした「退職予定者」や「休職者」は以下の事項を、

摘要欄１（又は２）へ登録してください。

※摘要欄１（又は２）へ登録した内容は、源泉徴収票及び給与支払報告書に記載されます。

 a）退職予定者・・・退職予定年月日　（ex　　「平成○○年○月○日　退職予定」）

ｂ）休職者・・・・・・休職期間　　　　　  （ex　　「平成○○年○月○日～平成●●年●月●日　休職」）

"0 希望しない"以外のいずれか

選択し、更新します。
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